
(57)【要約】

【課題】ボルトと螺合可能なナットが板材に取り付けら

れているナット付き板材、このナット付き板材を備える

家具、及びナット付き板材を備える椅子において、ナッ

トが板材から抜けることなく、外観上の美観を損なわな

いようにする。

【解決手段】椅子の座部３が裏面板１２０、六つのＴナ

ット１８０、及び表面板１１０を備える。裏面板１２０

には、そのＴナット挿入面１２０ｂから内部に向けて貫

通しないようにフランジ挿入穴１３０が形成され、その

底部１５０の略中央部には、Ｔナット本体１８０ａが挿

通される貫通孔１４０が形成されている。Ｔナット挿入

面１２０ｂ側における貫通孔１４０にＴナット本体１８

０ａを挿入させ、その爪部１８０ｄを底部１５０に差し

込ませる。そして、裏面板１２０のＴナット挿入面１２

０ｂに表面板１１０の貼付面１１０ａを、接着剤を介し

て重ね合わせるように貼り合わせる。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ 他 方 の 面 へ は 貫 通 し な い よ う 形 成 さ れ た 挿 入
穴 を 有 す る 板 材 と 、
　 前 記 板 材 の 前 記 挿 入 穴 に そ の 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ れ る と と も に 、 そ の 内 周 側 に 前 記
板 材 の 外 部 か ら 雄 ネ ジ 部 材 を 螺 合 可 能 な 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 筒 状 の ナ ッ ト と 、
　 を 備 え た ナ ッ ト 付 き 板 材 で あ っ て 、
　 前 記 ナ ッ ト は 、 そ の 外 周 側 に 配 設 さ れ る 第 一 の 被 係 止 部 を 有 し 、
　 前 記 板 材 は 、 前 記 板 材 の 前 記 挿 入 穴 か ら 、 前 記 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 前 記 雄 ネ ジ 部 材 の
方 向 へ 前 記 ナ ッ ト を 移 動 さ せ な い よ う 前 記 ナ ッ ト の 前 記 第 一 の 被 係 止 部 を 係 止 す る 第 一 の
係 止 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 ナ ッ ト は 、 そ の 外 周 側 に 配 設 さ れ る 第 二 の 被 係 止 部 を 有 し 、
　 前 記 板 材 は 、 前 記 板 材 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト を 回 転 さ せ な い よ う 前 記 ナ ッ ト の 前 記 第 二 の
被 係 止 部 を 係 止 す る 第 二 の 係 止 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 板 材 は 、 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合 わ せ た 構 成 を 有 し 、
　 前 記 複 数 の 薄 板 材 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 に は 前 記 挿 入 穴 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 が 前 記
第 一 の 係 止 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 薄 板 材 の う ち 前 記 板 材 の 外 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 薄 板 材 に は 、 前 記 挿 入 穴
が 形 成 さ れ 、
　 前 記 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 前 記 薄 板 材 が 前 記 第 一 の 係 止 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ナ ッ
ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 ナ ッ ト の 前 記 第 一 の 被 係 止 部 は 、 前 記 ナ ッ ト の 一 方 の 端 部 か ら 前 記 ナ ッ ト の 軸 心 に
直 交 す る 方 向 へ 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 を 有 し 、
　 前 記 ナ ッ ト の 前 記 第 二 の 被 係 止 部 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 か ら 前 記 板 材 へ 向 け て 延 出 す る 爪
部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 第 二 の 被 係 止 部 の 前 記 爪 部 の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 板 材 に お け る 前 記 爪 部 が 差 し 込 ま れ
る 部 分 の 板 厚 の 寸 法 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に お い て 、
　 前 記 板 材 に お け る 前 記 爪 部 が 差 し 込 ま れ る 部 分 は 、 複 数 の 単 板 を 互 い に 重 ね 合 わ せ る よ
う に 貼 り 合 わ さ れ た 積 層 材 か ら な り 、
　 前 記 第 二 の 被 係 止 部 の 前 記 爪 部 の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 複 数 の 単 板 の う ち 前 記 爪 部 に 最 も 近
い 位 置 に あ る 単 板 の 板 厚 の 寸 法 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る ナ ッ ト 付 き 板 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 物 体 を 載 置 す る こ と が 可 能 な 板 状 の 載 置 部 材 を 備 え る 家 具 で あ っ て 、
　 前 記 載 置 部 材 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 家 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 使 用 者 が 着 座 す る た め の 略 水 平 な 座 部 を 有 す る 椅 子 本 体 を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、
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　 前 記 座 部 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 椅 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 使 用 者 が 着 座 す る た め の 略 水 平 な 座 部 を 有 す る 椅 子 本 体 と 、
　 前 記 座 部 の 後 端 に 配 置 さ れ る 背 も た れ と 、
　 を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、
　 前 記 座 部 ま た は 前 記 背 も た れ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず
れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 椅 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 ボ ル ト と 螺 合 可 能 な ナ ッ ト が 板 材 に 取 り 付 け ら れ て い る ナ ッ ト 付 き 板 材 、 こ
の ナ ッ ト 付 き 板 材 を 備 え る 家 具 、 及 び ナ ッ ト 付 き 板 材 を 備 え る 椅 子 に 関 し 、 特 に ナ ッ ト が
板 材 か ら 抜 け る こ と な く 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い よ う に す る た め の 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ナ ッ ト 付 き 板 材 が 用 い ら れ る 机 や 椅 子 な ど の 家 具 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、
四 隅 の 脚 の 上 部 間 に 幕 桟 を 架 設 し て 形 成 し た 座 卓 本 体 の 上 面 に 天 板 を 載 置 し 、 天 板 の 下 面
側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し 、 幕 桟 の 下 面 側 か ら 幕 桟 に 天 板 固 定 ビ ス を 上 下 方 向 に 貫 通 さ せ る
と と も に 天 板 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 鬼 目 ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る 座 卓 が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ０ ８ ４ ２ ０ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 ）
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 天 板 が 用 い ら れ る 座 卓 に
お い て は 、 例 え ば 座 卓 が 移 動 さ れ る 際 に 座 卓 の 天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 座 卓 の ４
本 の 脚 及 び 幕 桟 の 重 量 に よ っ て 、 天 板 固 定 ビ ス を 介 し て 鬼 目 ナ ッ ト を 天 板 か ら 下 方 へ 引 き
抜 く 力 が 働 き 、 天 板 か ら 鬼 目 ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が あ っ た 。 な お 、 天 板 か ら 鬼 目 ナ ッ ト
が 抜 け な い よ う に 、 例 え ば 軸 方 向 の 長 さ 寸 法 が 従 来 よ り 大 き い 鬼 目 ナ ッ ト を 用 い て 構 成 す
る こ と が 考 え ら れ る が 、 鬼 目 ナ ッ ト の 軸 方 向 の 長 さ 寸 法 を 、 天 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く
し た 場 合 に は 、 天 板 の 上 面 か ら 鬼 目 ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と に な り 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な う
と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 天 板 の 上 面 か ら 鬼 目 ナ ッ ト が 突 き 出 な い よ う に す る た め に 、 例
え ば 厚 さ 寸 法 が 従 来 よ り 大 き い 天 板 を 用 い て 構 成 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 天 板 の 重 量 が
従 来 よ り も 増 加 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
ボ ル ト と 螺 合 可 能 な ナ ッ ト が 板 材 に 取 り 付 け ら れ て い る ナ ッ ト 付 き 板 材 、 こ の ナ ッ ト 付 き
板 材 を 備 え る 家 具 、 及 び ナ ッ ト 付 き 板 材 を 備 え る 椅 子 に お い て 、 ナ ッ ト が 板 材 か ら 抜 け る
こ と な く 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た 本 考 案 の ナ ッ ト 付 き 板 材 （ １ ０ ： な お 、 こ の
欄 に お い て は 、 考 案 に 対 す る 理 解 を 容 易 に す る た め 、 必 要 に 応 じ て 「 考 案 を 実 施 す る た め
の 最 良 の 形 態 」 欄 に お い て 説 明 し た 構 成 要 素 を 括 弧 内 に 示 す が 、 こ の 記 載 に よ っ て 実 用 新
案 登 録 請 求 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 ） は 、 そ の 一 面 （ ３ ａ ） か ら
内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ 他 方 の 面 （ ３ ｂ ） へ は 貫 通 し な い よ う 形 成 さ れ た 挿 入 穴 （ １
３ ０ ） を 有 す る 板 材 （ １ １ ０ ， １ ２ ０ ） と 、 板 材 の 挿 入 穴 に そ の 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ
れ る と と も に 、 そ の 内 周 側 に 板 材 の 外 部 か ら 雄 ネ ジ 部 材 を 螺 合 可 能 な 雌 ネ ジ 部 （ １ ８ ０ ｂ
） が 形 成 さ れ た 筒 状 の ナ ッ ト （ １ ８ ０ ） と を 備 え て い る 。 そ し て 、 ナ ッ ト は 、 そ の 外 周 側
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に 配 設 さ れ る 第 一 の 被 係 止 部 （ １ ８ ０ ｃ ） を 有 す る 。 ま た 、 板 材 は 、 板 材 の 挿 入 穴 か ら 雌
ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 の 方 向 へ ナ ッ ト を 移 動 さ せ な い よ う ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止
部 を 係 止 す る 第 一 の 係 止 部 （ １ ５ ０ ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 板 材 の 第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 を 係 止 す る こ と に よ り 板 材 の 挿 入 穴
か ら 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 の 方 向 へ ナ ッ ト を 移 動 さ せ な い 。 つ ま り 、 板 材 の 挿
入 穴 に 挿 入 さ れ た ナ ッ ト は 、 板 材 か ら 抜 け な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 例 を 挙 げ る と 、
ナ ッ ト が 筒 状 の 六 角 ナ ッ ト の 場 合 に は 、 六 角 ナ ッ ト の 軸 心 に 直 交 す る 六 角 形 の 断 面 形 状 に
沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形 の 横 断 面 形 状 を 有 し 、 且 つ 六 角 ナ ッ ト の 厚 さ 寸 法 よ り 大 き い 深 さ
寸 法 を 有 す る 挿 入 穴 が 、 板 材 の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ 他 方 の 面 へ は 貫 通 し
な い よ う 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 板 材 の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ た 挿 入 穴 に 六 角
ナ ッ ト を 挿 入 し た 後 に 、 そ の 内 径 寸 法 が 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 の 外 径 寸 法 よ り 大 き い 貫 通
穴 を 有 し 、 挿 入 穴 の 横 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形 の 横 断 面 形 状 を 有 す る ス ト ッ パ
が 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ 、 こ の ス ト ッ パ が 板 材 に 固 定 さ れ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の よ う に
構 成 す れ ば 、 板 材 の 第 一 の 係 止 部 に 相 当 す る ス ト ッ パ が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 に 相 当
す る 六 角 ナ ッ ト に お け る 雌 ネ ジ 部 の 外 側 に 位 置 す る 部 分 （ 以 下 、 筒 部 と も 称 す る 。 ） を 係
止 す る こ と に よ り 板 材 の 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ た 六 角 ナ ッ ト は 板 材 か ら 抜 け な い 。 そ し て 、 こ
の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 を 用 い て 、 例 え ば 座 卓 の 天 板 を 構 成 す る と 効 果 的 で あ
る 。 例 え ば 四 隅 の 脚 の 上 部 間 に 幕 桟 を 架 設 し て 形 成 し た 座 卓 本 体 の 上 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付
き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 天 板 を 載 置 し 、 幕 桟 の 下 面 側 か ら 幕 桟 に 天 板 固 定 ボ ル ト を 上 下 方 向
に 貫 通 さ せ る と と も に 天 板 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 上 述 の 六 角 ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る 。 な お 、 上
述 の 例 で は 、 六 角 ナ ッ ト の 場 合 を 取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 Ｔ ナ ッ ト な ど の 他 の ナ ッ ト で も
同 様 で あ る 。 こ の こ と に よ り 、 例 え ば 座 卓 が 移 動 さ れ る 際 に 座 卓 の 天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た
場 合 に は 、 座 卓 の 四 本 の 脚 及 び 幕 桟 の 重 量 に よ っ て 、 天 板 固 定 ボ ル ト を 介 し て ナ ッ ト を 天
板 か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 く が 、 天 板 を 構 成 す る 板 材 の 第 一 の 係 止 部 （ 上 述 の 例 で は ス
ト ッ パ が 相 当 す る ） が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 （ 上 述 の 例 で は 六 角 ナ ッ ト の 筒 部 が 相 当
す る ） を 係 止 す る の で 、 天 板 か ら ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に
天 板 の 下 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば 座 卓 が 移 動 さ れ る 際 に 座 卓
の 天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 天 板 か ら ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に
安 心 感 を 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 ナ ッ ト の 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ れ 、 板 材 の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ た 挿
入 穴 は 他 方 の 面 へ は 貫 通 さ れ て い な い 。 つ ま り 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 板 材 の 一 面 と は 反 対
側 に 位 置 す る 他 方 の 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と は な い 。 上 述 の 座 卓 の 例 を 用 い て 説 明 す
れ ば 、 座 卓 本 体 の 上 面 に 載 置 さ れ る 天 板 が 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 場 合 に は
、 天 板 の 上 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 ナ ッ ト は 、 そ の 外 周 側 に 配 設 さ れ る 第 二 の 被 係 止 部 （
１ ８ ０ ｄ ） を 有 し 、 板 材 は 、 板 材 に 対 し て ナ ッ ト を 回 転 さ せ な い よ う ナ ッ ト の 第 二 の 被 係
止 部 を 係 止 す る 第 二 の 係 止 部 （ １ ２ ０ ） を 有 す る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 板 材 の 第 二 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 を 係 止 す る こ と に よ り 板 材 に 対 し て
ナ ッ ト を 回 転 さ せ な い 。 つ ま り 、 板 材 の 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ た ナ ッ ト は 、 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部
に 板 材 の 外 部 か ら 雄 ネ ジ 部 材 を 螺 合 さ せ る 際 に 、 雄 ネ ジ 部 の 回 転 に 伴 っ て 連 れ 回 ら な い よ
う に 構 成 さ れ て い る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 ナ ッ ト が 筒 状 の 六 角 ナ ッ ト の 場 合 に は 、 六 角 ナ ッ
ト の 軸 心 に 直 交 す る 六 角 形 の 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形 の 横 断 面 形 状 を 有 す る 挿
入 穴 が 板 材 の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す れ
ば 、 板 材 の 第 二 の 係 止 部 に 相 当 す る 挿 入 穴 が 有 す る 六 角 形 の 横 断 面 形 状 を 形 成 す る 内 周 側
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面 部 が 、 こ の 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ た ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 に 相 当 す る 六 角 ナ ッ ト の 外 周 側
面 部 を 係 止 す る こ と に よ り 板 材 の 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ た 六 角 ナ ッ ト は 、 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ
部 に 板 材 の 外 部 か ら 雄 ネ ジ 部 材 を 螺 合 さ せ る 際 に 、 雄 ネ ジ 部 の 回 転 に 伴 っ て 連 れ 回 ら な い
の で あ る 。 な お 、 上 述 の 例 で は 、 六 角 ナ ッ ト の 場 合 を 取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 Ｔ ナ ッ ト な
ど の 他 の ナ ッ ト で も 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 板 材 の 外 部 か ら 雄 ネ ジ
部 材 を 螺 合 さ せ る 際 に 、 ナ ッ ト が 雄 ネ ジ 部 材 の 回 転 に 伴 っ て 連 れ 回 る 場 合 に 比 べ て 、 雄 ネ
ジ 部 を ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 容 易 に 螺 合 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 板 材 が 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合 わ せ た 構 成 を 有 す る 場 合 に は 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た
一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 が 第 一 の 係 止 部 を 有 す る こ と が 考
え ら れ る 。 具 体 的 に は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 板 材 は 、 複 数 の 薄 板 材 （ １ １ ０ 、 １ ２
０ ） を 重 ね 合 わ せ た 構 成 を 有 し 、 複 数 の 薄 板 材 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 に は 挿 入
穴 が 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ
の 薄 板 材 （ １ ２ ０ ） が 第 一 の 係 止 部 を 有 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 が 有 す る
第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 を 係 止 す る こ と に よ り 板 材 の 挿 入 穴 か ら 雌 ネ ジ
部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 の 方 向 へ ナ ッ ト を 移 動 さ せ な い 。 つ ま り 、 板 材 の 挿 入 穴 に 挿 入
さ れ た ナ ッ ト は 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ の 薄
板 材 か ら 抜 け な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 ナ ッ ト が 筒 状 の 六 角 ナ ッ ト の
場 合 に は 、 六 角 ナ ッ ト の 軸 心 に 直 交 す る 六 角 形 の 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形 の 横
断 面 形 状 を 有 し 、 且 つ 六 角 ナ ッ ト の 厚 さ 寸 法 よ り 大 き い 深 さ 寸 法 を 有 す る 挿 入 穴 が 、 板 材
の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ 他 方 の 面 へ は 貫 通 し な い よ う 形 成 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 板 材 の 一 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ た 挿 入 穴 に 六 角 ナ ッ ト を 挿 入 し た 後 に 、 そ の
内 径 寸 法 が 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 の 外 径 寸 法 よ り 大 き い 貫 通 穴 を 有 し 、 挿 入 穴 の 横 断 面 形
状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形 の 横 断 面 形 状 を 有 す る ス ト ッ パ が 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ 、 こ の ス
ト ッ パ が 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ の 薄 板 材 に
固 定 さ れ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 板 材 の 第 一 の 係 止 部 に 相 当 す る
ス ト ッ パ が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 に 相 当 す る 六 角 ナ ッ ト の 筒 部 を 係 止 す る こ と に よ り
板 材 の 挿 入 穴 に 挿 入 さ れ た 六 角 ナ ッ ト は 板 材 か ら 抜 け な い 。 な お 、 上 述 の 例 で は 、 六 角 ナ
ッ ト の 場 合 を 取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 Ｔ ナ ッ ト な ど の 他 の ナ ッ ト で も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 板 材 は 、 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合 わ せ た 構 成 を 有 し て い る 。 そ こ で 、 複 数 の 薄 板 材
を 重 ね 合 わ せ る 前 に 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ る 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く と も 一 つ
の 薄 板 材 に 第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ れ て も よ い 。 一 例 を 挙 げ る と 、 ナ ッ ト が 筒 状 の 六 角 ナ ッ
ト の 場 合 に は 、 六 角 ナ ッ ト の 軸 心 に 直 交 す る 六 角 形 の 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 六 角 形
の 横 断 面 形 状 を 有 し 、 且 つ 六 角 ナ ッ ト の 厚 さ 寸 法 よ り 大 き い 深 さ 寸 法 を 有 す る 挿 入 穴 が 、
第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ れ る 薄 板 材 に お け る 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材
に 近 い 面 と は 反 対 側 の 面 か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ
れ る 雄 ネ ジ 部 材 に 近 い 面 へ は 貫 通 し な い よ う に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 挿 入 穴 の 底 部 に
は 、 こ の 挿 入 穴 の 軸 心 と 略 同 軸 心 の 軸 心 を 有 し 、 六 角 ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ
ジ 部 材 の 外 径 寸 法 よ り 大 き い 内 径 寸 法 を 有 す る 貫 通 穴 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 挿 入 穴
に 六 角 ナ ッ ト が 挿 入 さ れ る と 、 貫 通 穴 を 有 す る 挿 入 穴 の 底 部 に 六 角 ナ ッ ト は 係 止 さ れ る 。
こ の 貫 通 穴 を 有 す る 挿 入 穴 の 底 部 が 第 一 の 係 止 部 を 形 成 す る 。 そ し て 、 六 角 ナ ッ ト が 挿 入
穴 に 挿 入 さ れ た 後 に 、 こ の 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 面 に 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ て い な い 薄 板 材 を
重 ね 合 わ せ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 板 材 の 第 一 の 係 止 部 に 相 当 す
る 貫 通 穴 を 有 す る 挿 入 穴 の 底 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 に 相 当 す る 六 角 ナ ッ ト の 筒 部
を 係 止 す る こ と に よ り 板 材 の 挿 入 穴 か ら 、 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 の 方 向 へ 六 角
ナ ッ ト は 抜 け な い 。 な お 、 上 述 の 例 で は 、 六 角 ナ ッ ト の 場 合 を 取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 Ｔ
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ナ ッ ト な ど の 他 の ナ ッ ト で も 同 様 で あ る 。 こ の こ と に よ り 、 板 材 が 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合
わ せ た 構 成 を 有 す る 場 合 に は 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ る 一 つ ま た は 複 数 の 薄 板 材 の う ち 少 な く
と も 一 つ の 薄 板 材 に 第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 板 材 が 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合 わ せ た 構 成 を 有 す る 場 合 に は 、 板 材 の 外 部 に 最 も 近
い 位 置 に あ る 薄 板 材 に 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ 、 そ の 薄 板 材 が 第 一 の 係 止 部 を 有 す る と よ い 。
具 体 的 に は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 複 数 の 薄 板 材 （ １ １ ０ ， １ ２ ０ ） の う ち 板 材 の 外
部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 薄 板 材 （ １ ２ ０ ） に は 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た
薄 板 材 が 第 一 の 係 止 部 を 有 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
と こ ろ で 、 複 数 の 薄 板 材 に 挿 入 穴 、 及 び 第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ れ た 場 合 に は 、 そ れ ら の 薄
板 材 を 重 ね 合 わ せ た 際 に 、 薄 板 材 そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 挿 入 穴 、 及 び 第 一 の 係 止 部 そ れ ぞ
れ の 位 置 合 わ せ 作 業 が 発 生 す る 。 そ れ に 対 し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に
よ れ ば 、 挿 入 穴 、 及 び 第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ れ る の は 、 板 材 の 外 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る
薄 板 材 だ け で あ り 、 そ の よ う な 位 置 合 わ せ 作 業 が 発 生 し な い の で 、 作 業 工 数 を 削 減 で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 上 述 の ナ ッ ト に つ い て は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の よ う に 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 が
ナ ッ ト の 一 方 の 端 部 か ら ナ ッ ト の 軸 心 に 直 交 す る 方 向 へ 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 （ １ ８ ０ ｃ ）
を 有 し 、 ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 が フ ラ ン ジ 部 か ら 板 材 へ 向 け て 延 出 す る 爪 部 （ １ ８ ０ ｄ
） を 有 す る ナ ッ ト （ １ ８ ０ 、 以 下 、 Ｔ ナ ッ ト と も 称 す る 。 ） で あ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ 、 と 同 様 の 作 用 効
果 を 奏 す る 。 ま た 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 板 材 が 複 数 の 薄 板 材 を 重 ね 合
わ せ た 構 成 を 有 し 、 ナ ッ ト が Ｔ ナ ッ ト の 場 合 に は 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 Ｔ ナ ッ ト は 、 Ｔ ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 が 有 す る 爪 部 を 板 材 に 差 し 込 ま せ ら れ る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 Ｔ ナ ッ ト の 一 方 の 端 部 か ら Ｔ ナ ッ ト の 軸 心 に 直 交 す
る 方 向 へ 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 の 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 横 断 面 形 状 を 有 し 、 且 つ フ ラ
ン ジ 部 の 厚 さ 寸 法 よ り 大 き い 深 さ 寸 法 を 有 す る フ ラ ン ジ 挿 入 穴 が 、 第 一 の 係 止 部 が 形 成 さ
れ る 薄 板 材 に お け る Ｔ ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 に 近 い 面 と は 反 対 側 の 面
か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ Ｔ ナ ッ ト の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 に 近 い 面 へ
は 貫 通 し な い よ う に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 に は 、 こ の フ ラ ン ジ
挿 入 穴 の 軸 心 と 略 同 軸 心 の 軸 心 を 有 し 、 フ ラ ン ジ 部 、 及 び 爪 部 を 除 い た Ｔ ナ ッ ト の 外 径 寸
法 よ り 大 き い 内 径 寸 法 を 有 す る 貫 通 穴 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ ナ ッ ト に お け る フ ラ ン ジ
部 が 延 出 し て い る 一 方 の 端 部 と は 反 対 側 の 他 端 部 か ら Ｔ ナ ッ ト が 前 記 貫 通 穴 へ 挿 入 さ れ る
と 、 貫 通 穴 を 有 す る フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 に 爪 部 の 先 端 が 接 触 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ ナ ッ ト
の 爪 部 を フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 に 差 し 込 ま せ る こ と に よ り 、 Ｔ ナ ッ ト の フ ラ ン ジ 部 が フ ラ
ン ジ 挿 入 穴 に 係 止 さ れ 、 Ｔ ナ ッ ト は 、 板 材 に 固 定 さ れ る 。 こ の 貫 通 穴 を 有 す る フ ラ ン ジ 挿
入 穴 の 底 部 が 第 一 の 係 止 部 を 形 成 す る 。 そ し て 、 Ｔ ナ ッ ト の フ ラ ン ジ 部 が フ ラ ン ジ 挿 入 穴
に 挿 入 さ れ た 後 に 、 こ の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 が 形 成 さ れ た 面 に 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ て い な い 薄
板 材 を 重 ね 合 わ せ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 板 材 の 第 一 の 係 止 部 に
相 当 す る 貫 通 穴 を 有 す る フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 に 相 当 す る Ｔ
ナ ッ ト の フ ラ ン ジ 部 を 係 止 す る こ と に よ り 挿 入 穴 か ら 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 材 の
方 向 へ Ｔ ナ ッ ト は 板 材 か ら 抜 け な い 。 ま た 、 Ｔ ナ ッ ト の 爪 部 を フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 に 差
し 込 ま せ る こ と に よ り 、 Ｔ ナ ッ ト は 、 板 材 に 固 定 さ れ る の で 、 板 材 か ら 抜 け 落 ち る こ と が
な い の で 、 ナ ッ ト を 抜 け 落 ち な い よ う に 板 材 に 仮 止 め す る よ う な 作 業 が 発 生 す る 場 合 と 比
較 し て 、 挿 入 穴 が 形 成 さ れ て い な い 薄 板 材 を 重 ね 合 わ せ る ま で の 板 材 の 取 り 扱 い が 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の よ う に 、 第 二 の 被 係 止 部 の 前 記 爪 部 の 長 さ 寸 法 は 、 板 材 に お け
る 爪 部 が 差 し 込 ま れ る 部 分 の 板 厚 の 寸 法 よ り 小 さ い と よ い 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 Ｔ ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 が 有 す る 爪 部 を 板 材 に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 が 差 し 込 ま
れ る 部 分 の 板 材 か ら 爪 部 が 突 出 す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ
ト 付 き 板 材 を 取 り 扱 う 際 に 、 取 扱 者 が Ｔ ナ ッ ト の 爪 部 に よ っ て 怪 我 す る こ と が な く 、 取 扱
者 に と っ て 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の よ う に 、 板 材 に お け る 爪 部 が 差 し 込 ま れ る 部 分 は 、 複 数 の 単 板
（ １ ２ ２ ， １ ２ ４ ， １ ２ ６ ） を 互 い に 重 ね 合 わ せ る よ う に 貼 り 合 わ さ れ た 積 層 材 （ １ ２ ０
） か ら な り 、 第 二 の 被 係 止 部 の 爪 部 の 長 さ 寸 法 は 、 複 数 の 単 板 の う ち 爪 部 に 最 も 近 い 位 置
に あ る 単 板 の 板 厚 の 寸 法 よ り 大 き い と よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 Ｔ ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 が 有 す る 爪 部 を 板 材 の 積 層 材 に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 が
少 な く と も 二 つ の 単 板 に 差 し 込 ま れ る の で 、 次 の よ う な 理 由 か ら 、 爪 部 は 積 層 材 か ら 抜 け
難 く な る 。 積 層 材 は 、 例 え ば 複 数 の 単 板 を 、 繊 維 方 向 が 互 い に 直 交 し 、 重 ね 合 わ せ る よ う
に 接 着 剤 で 貼 り 合 わ さ れ て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 爪 部 が 例 え ば 板 状 に 形 成 さ れ た 場 合 に は
、 そ の 板 状 の 面 が 単 板 の 繊 維 方 向 と 略 平 行 と な る よ う に 爪 部 が 単 板 に 差 し 込 ま れ る と 爪 部
は 抜 け 易 く な る が 、 そ の 板 状 の 面 が 単 板 の 繊 維 方 向 と 略 直 交 す る よ う に 爪 部 が 単 板 に 差 し
込 ま れ る と 爪 部 は 抜 け 難 く な る 。 よ っ て 、 例 え ば 複 数 の 単 板 の う ち 爪 部 に 最 も 近 い 位 置 に
あ る 単 板 の 繊 維 方 向 と 略 平 行 と な る よ う に 爪 部 が そ の 単 板 に 差 し 込 ま れ 、 爪 部 が 抜 け 易 く
な っ た 場 合 で あ っ て も 、 次 の 単 板 の 繊 維 方 向 は 、 爪 部 に 最 も 近 い 位 置 に あ る 単 板 の 繊 維 方
向 と 直 交 し て い る の で 、 爪 部 が 次 の 単 板 に 差 し 込 ま れ る と 、 爪 部 が 積 層 材 か ら 抜 け 難 く な
る 。 こ の こ と に よ り 、 Ｔ ナ ッ ト の 第 二 の 被 係 止 部 が 有 す る 爪 部 を 板 材 の 積 層 材 に 差 し 込 ま
せ た 際 に 、 爪 部 が 少 な く と も 二 つ の 単 板 に 差 し 込 ま れ る と 、 爪 部 は 積 層 材 か ら 抜 け 難 く な
る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 請 求 項 ８ に 記 載 の よ う に 、 物 体 を 載 置 す る こ と が 可 能 な 板 状 の 載 置 部 材 を 備 え る
家 具 で あ っ て 、 載 置 部 材 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構
成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 家 具 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 、 家 具 に お け る 物 体 を 載 置 す る
こ と が 可 能 な 板 状 の 載 置 部 材 が 構 成 さ れ る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 四 隅 の 脚 の 上 部 間 に 幕 桟 を
架 設 し て 形 成 し た テ ー ブ ル 本 体 の 上 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 天 板 を 載 置
し 、 幕 桟 の 下 面 側 か ら 幕 桟 に 天 板 固 定 ボ ル ト を 上 下 方 向 に 貫 通 さ せ る と と も に 天 板 固 定 ボ
ル ト の 先 端 を ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る と い っ た 具 合 で あ る 。 こ の こ と に よ り 、 例 え ば テ ー ブ ル
が 移 動 さ れ る 際 に テ ー ブ ル の 天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 テ ー ブ ル の 四 本 の 脚 及 び 幕
桟 の 重 量 に よ っ て 、 天 板 固 定 ボ ル ト を 介 し て ナ ッ ト を 天 板 か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 く が
、 天 板 を 構 成 す る 板 材 の 第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 を 係 止 す る の で 、 天 板
か ら ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 天 板 の 下 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を
埋 設 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば テ ー ブ ル が 移 動 さ れ る 際 に テ ー ブ ル の 天 板 が 持 ち 上 げ ら
れ た 場 合 に は 、 天 板 か ら ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る
。 ま た 、 テ ー ブ ル の 天 板 の 上 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 外 観 上 の 美 観 を 損
な わ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 の よ う に 、 使 用 者 が 着 座 す る た め の 略 水 平 な 座 部 （ ３ ） を 有 す る
椅 子 本 体 （ ２ ） を 備 え る 椅 子 （ １ ） で あ っ て 、 座 部 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に
記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構 成 さ れ る と よ い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 椅 子 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 、 椅 子 に お け る 使 用 者 が 着 座 す
る た め の 略 水 平 な 座 部 が 構 成 さ れ る 。 一 例 を 挙 げ る と 、 四 隅 の 脚 の 上 部 間 に 座 支 持 部 を 架
設 し て 形 成 し た 椅 子 本 体 の 上 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 座 部 を 載 置 し 、 座
支 持 部 の 内 側 に 略 水 平 に 形 成 さ れ た 溝 に そ の 一 端 が 差 し 込 ま れ た 板 材 か ら な る 座 取 付 金 具
の 他 端 側 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 に 座 取 付 金 具 の 下 面 側 か ら 座 部 固 定 ボ ル ト を 貫 通 さ せ る と と
も に 座 部 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 座 部 の ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る と い っ た 具 合 で あ る 。 そ し て 、 例
え ば 座 部 に 使 用 者 が 着 座 す る と 、 座 部 は 、 使 用 者 の 体 重 に よ っ て 座 部 の 略 中 央 部 が 下 げ ら
れ る よ う に 曲 が る 。 座 部 が 曲 が る と 、 座 部 の 上 面 側 に は 圧 縮 力 が 働 き 、 座 部 の 下 面 側 に は
引 張 力 が 働 く 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 座 部 の 下 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 さ せ る 場 合 に は 、
上 述 の よ う に 座 部 の 下 面 側 に は 引 張 力 が 働 く の で 、 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し て い る 挿 入 穴 と 鬼
目 ナ ッ ト と の 嵌 合 力 が 低 下 し 、 鬼 目 ナ ッ ト が 緩 ん だ り 、 座 部 か ら 落 下 す る お そ れ が あ っ た
。 こ れ に 対 し て 本 発 明 に よ れ ば 、 座 部 を 構 成 す る 板 材 の 第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の
被 係 止 部 を 係 止 す る の で 、 座 部 か ら ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う
に 座 部 の 下 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば 座 部 に 使 用 者 が 着 座 し た
場 合 に は 、 座 部 か ら ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る 。 ま
た 、 座 部 の 上 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 安 全 で あ る と と も に 、 外 観 上 の 美
観 を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の よ う に 、 使 用 者 が 着 座 す る た め の 略 水 平 な 座 部 を 有 す る 椅 子
本 体 と 、 座 部 の 後 端 に 配 置 さ れ る 背 も た れ （ ４ ） と を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、 座 部 ま た は 背
も た れ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き
板 材 で 構 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 椅 子 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 、 椅 子 に お け る 使 用 者 が 着 座 す
る た め の 略 水 平 な 座 部 ま た は 背 も た れ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 が 構 成 さ れ る 。 一 例 を 挙
げ る と 、 使 用 者 が 四 隅 に 脚 部 を 有 す る 椅 子 に 着 座 す る 際 に 、 使 用 者 に 近 い 前 方 の 二 隅 の 前
脚 の 上 部 と 、 前 脚 の 高 さ 寸 法 よ り 大 き い 高 さ 寸 法 を 有 す る 後 方 の 二 隅 の 後 脚 に お け る 前 脚
の 上 部 と ほ ぼ 等 し い 高 さ 寸 法 の 位 置 に 存 在 す る 中 間 部 と の 間 に ４ 辺 の 座 支 持 部 を 架 設 し て
形 成 し た 椅 子 本 体 の 上 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 座 部 を 載 置 す る 。 座 支 持
部 の 内 側 に 略 水 平 に 形 成 さ れ た 溝 に そ の 一 端 が 差 し 込 ま れ た 板 材 か ら な る 座 取 付 金 具 の 他
端 側 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 に 座 取 付 金 具 の 下 面 側 か ら 座 部 固 定 ボ ル ト を 貫 通 さ せ る と と も に
座 部 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 座 部 の ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る 。 そ し て 、 後 方 の 二 隅 の 後 脚 の 上 部 間
に 背 支 持 部 を 架 設 し 、 二 隅 の 後 脚 の 中 間 部 か ら 上 部 ま で の 部 位 及 び 背 支 持 部 で 形 成 し た 背
枠 体 の 前 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 背 も た れ を 配 置 し 、 背 支 持 部 の 内 側 に
略 垂 直 に 形 成 さ れ た 溝 に そ の 一 端 が 差 し 込 ま れ た 板 材 か ら な る 背 取 付 金 具 の 他 端 側 に 形 成
さ れ た 貫 通 穴 に 背 取 付 金 具 の 後 面 側 か ら 背 も た れ 固 定 ボ ル ト を 貫 通 さ せ る と と も に 背 も た
れ 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 背 も た れ の ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る と い っ た 具 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の こ と に よ り 、 例 え ば 椅 子 が 移 動 さ れ る 際 に 椅 子 の 背 も た れ が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に
は 、 椅 子 の 四 本 の 脚 及 び 座 支 持 部 の 重 量 に よ っ て 、 座 部 固 定 ボ ル ト を 介 し て ナ ッ ト を 座 部
か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 く が 、 座 部 を 構 成 す る 板 材 の 第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の
被 係 止 部 を 係 止 す る の で 、 天 板 か ら ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う
に 座 部 の 下 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば 椅 子 が 移 動 さ れ る 際 に 椅
子 の 背 も た れ が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 座 部 か ら ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使
用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る 。 ま た 、 座 部 の 上 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 安
全 で あ る と と も に 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 例 え ば 座 部 に 使 用 者 が 着 座 し 、 使 用 者 の 背 中 で 背 も た れ を 押 し 付 け る と 、 背 も た
れ の 略 中 央 部 が 後 方 に 曲 が る 。 背 も た れ が 曲 が る と 、 背 も た れ の 前 面 側 に は 圧 縮 力 が 働 き
、 背 も た れ の 後 面 側 に は 引 張 力 が 働 く 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 背 も た れ の 後 面 側 に 鬼 目 ナ
ッ ト を 埋 設 さ せ る 場 合 に は 、 上 述 の よ う に 背 も た れ の 後 面 側 に は 引 張 力 が 働 く の で 、 鬼 目
ナ ッ ト を 埋 設 し て い る 挿 入 穴 と 鬼 目 ナ ッ ト と の 嵌 合 力 が 低 下 し 、 鬼 目 ナ ッ ト が 緩 ん だ り 、
背 も た れ か ら 外 れ る お そ れ が あ っ た 。 こ れ に 対 し て 本 発 明 に よ れ ば 、 背 も た れ を 構 成 す る
板 材 の 第 一 の 係 止 部 が 、 ナ ッ ト の 第 一 の 被 係 止 部 を 係 止 す る の で 、 背 も た れ か ら ナ ッ ト が
抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 背 も た れ の 後 面 側 に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 さ せ
る 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば 座 部 に 使 用 者 が 着 座 し 、 使 用 者 の 背 中 で 背 も た れ を 押 し 付 け る 場
合 に は 、 背 も た れ か ら ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る 。
ま た 、 背 も た れ の 前 面 か ら ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 安 全 で あ る と と も に 、 外 観
上 の 美 観 を 損 な わ な い 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 本 考 案 が 適 用 さ れ た 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 ［ 椅 子 １ の 構 成 の 説 明 ］
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 椅 子 １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 本 実 施 形 態 の 椅 子 １
を 上 方 か ら み た 斜 視 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 以
降 、 椅 子 １ に お い て 、 背 も た れ ４ に 対 し て 座 部 ３ が 配 さ れ て い る 側 を 「 前 側 」 と し 、 座 部
３ に 対 し て 背 も た れ ４ が 配 さ れ て い る 側 を 「 後 側 」 と し て 説 明 す る 。 ま た 、 椅 子 １ に お い
て 、 二 つ の 前 脚 ２ ２ 及 び 前 脚 ２ ３ に 対 し て 座 部 ３ が 配 さ れ て い る 側 を 「 上 側 」 と し 、 座 部
３ に 対 し て 二 つ の 前 脚 ２ ２ 及 び 前 脚 ２ ３ が 配 さ れ て い る 側 を 「 下 側 」 と し て 説 明 す る 。 さ
ら に 、 椅 子 １ の 前 側 か ら 後 側 を 見 た 場 合 に お け る 椅 子 １ の 左 側 、 右 側 を そ れ ぞ れ 「 左 側 」
、 「 右 側 」 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 椅 子 １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 使 用 者 が 着 座 す る た め の 略 水 平 な 略 矩 形 の 座 部 ３
を 有 す る 椅 子 本 体 ２ 、 及 び 座 部 ３ の 後 端 に 配 置 さ れ る 背 も た れ ４ を 備 え て い る 。 以 下 、 椅
子 本 体 ２ 、 座 部 ３ 、 背 も た れ ４ の 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ 椅 子 本 体 ２ の 構 成 の 説 明 ］
　 椅 子 本 体 ２ は 、 座 部 ３ の 四 隅 の う ち 前 側 の 二 つ の 隅 そ れ ぞ れ に 取 り 付 け ら れ た 略 角 柱 状
の 二 つ の 前 脚 ２ ２ と 前 脚 ２ ３ 、 座 部 ３ の 四 隅 の う ち 後 側 の 二 つ の 隅 そ れ ぞ れ に 取 り 付 け ら
れ た 略 角 柱 状 の 二 つ の 後 脚 ２ ４ と 後 脚 ２ ５ 、 左 側 の 前 脚 ２ ２ と 右 側 の 前 脚 ２ ３ と を 連 結 す
る 略 角 柱 状 の 前 側 連 結 部 材 ２ ７ ａ 、 左 側 の 後 脚 ２ ４ と 右 側 の 後 脚 ２ ５ と を 連 結 す る 略 角 柱
状 の 後 側 連 結 部 材 （ 図 示 省 略 ） 、 左 側 の 前 脚 ２ ２ と 左 側 の 後 脚 ２ ４ と を 連 結 す る 左 側 連 結
部 材 （ 図 示 省 略 ） 、 及 び 右 側 の 前 脚 ２ ３ と 右 側 の 後 脚 ２ ５ と を 連 結 す る 右 側 連 結 部 材 ２ ７
ｂ を 備 え て い る 。 な お 、 椅 子 本 体 ２ が 備 え る 各 部 材 は 、 本 実 施 形 態 で は 木 製 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ の 中 央 部 に お け る 左 側 面 か ら は 、
三 つ の 溝 ２ ９ が 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ （ ｂ ） 中 で は 一 つ
の 溝 ２ ９ だ け を 図 示 す る 。 こ の 溝 ２ ９ は 、 そ の 上 下 方 向 の 幅 寸 法 が 後 述 す る 取 付 金 具 ６ の
板 厚 の 寸 法 よ り 大 き く 、 そ の 前 後 方 向 の 幅 寸 法 が 後 述 す る 取 付 金 具 ６ の 差 込 部 ６ ｂ の 幅 寸
法 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 三 つ の 溝 ２ ９ は 、 前 後 方 向 に ほ ぼ 均 等 の
間 隔 で 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 左 側 連 結 部 材 の 中 央 部 に お け る 右 側
面 か ら は 、 三 つ の 溝 ２ ９ が 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 左 側 連 結 部
材 は 、 そ の 三 つ の 溝 ２ ９ が 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ の 三 つ の 溝 ２ ９ と 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ［ 座 部 ３ の 構 成 の 説 明 ］
　 座 部 ３ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表 面
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板 １ １ ０ を 備 え る 。 な お 、 図 １ （ ｂ ） 中 で は 一 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ だ け を 図 示 す る 。 裏 面
板 １ ２ ０ に は 、 こ の 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 、 座 部 ３ を 取 付 金 具 ６ を 介 し て 左 側 連 結 部 材
及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ に 取 り 付 け る 際 に 、 下 方 か ら ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 が Ｔ ナ ッ ト １ ８
０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ れ る 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 座 部 ３ に つ い て は
、 ［ 座 部 ３ の 構 成 の 詳 細 説 明 ］ 欄 に お い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 取 付 金 具 ６ は 、 例 え ば 金 属 製 の 板 材 な ど の 剛 性 の 高 い 材 料 か ら な り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す
よ う に 、 そ の 両 面 が 略 垂 直 と な る 姿 勢 に 配 置 さ れ る 略 矩 形 の 本 体 部 ６ ａ 、 本 体 部 ６ ａ の 下
端 部 か ら 本 体 部 ６ ａ に 対 し て 略 垂 直 に 延 出 さ れ た 略 矩 形 の 差 込 部 ６ ｂ 、 本 体 部 ６ ａ の 上 端
部 か ら 差 込 部 ６ ｂ が 延 出 さ れ た 方 向 と は 反 対 側 の 方 向 へ 本 体 部 ６ ａ に 対 し て 略 垂 直 に 延 出
さ れ た 略 矩 形 の 取 付 部 ６ ｃ を 有 す る 。 取 付 部 ６ ｃ の 略 中 央 部 に は 、 貫 通 孔 ６ ｄ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 貫 通 孔 ６ ｄ は 、 座 部 ３ を 左 側 連 結 部 材 、 及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ に 取 り 付 け
る 際 に 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 連 通 し 、 ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 が 挿 通 す る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 取 付 金 具 ６ の 差 込 部 ６ ｂ の 左 右 方 向 の 長 さ 寸 法 は 、 上 述 の 溝
２ ９ の 左 右 方 向 の 深 さ 寸 法 よ り 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 座 部 ３ は 左 側 連 結 部 材 及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ に 次 の よ う に し て 取 り 付 け ら れ る 。 ま ず
、 座 部 ３ を 前 側 連 結 部 材 ２ ７ ａ 、 後 側 連 結 部 材 、 左 側 連 結 部 材 、 及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ
の 上 部 に 載 置 す る 。 そ し て 、 取 付 金 具 ６ の 本 体 部 ６ ａ の 両 面 が 略 垂 直 と な り 、 且 つ 取 付 金
具 ６ の 取 付 部 ６ ｃ が 差 込 部 ６ ｂ よ り 上 方 と な る 姿 勢 で 取 付 金 具 ６ を 保 持 す る 。 こ の 際 、 取
付 金 具 ６ は 、 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ の 溝 ２ ９ と 取 付 金 具 ６ の 差 込 部 ６ ｂ と が 対 向 す る よ う な
姿 勢 で 保 持 さ れ る 。 ま た 、 取 付 金 具 ６ の 差 込 部 ６ ｂ を 、 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ の 溝 ２ ９ に 挿
入 さ せ 、 取 付 金 具 ６ を 、 そ の 貫 通 孔 ６ ｄ と 座 部 ３ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ と
が 連 通 す る よ う な 姿 勢 で 保 持 す る 。 そ し て 、 ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 を 取 付 金 具 ６ の 貫 通 孔 ６
ｄ に 挿 通 さ せ て 、 座 部 ３ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ せ る 。 次 に 、 右 側
連 結 部 材 ２ ７ ｂ の 三 つ の 溝 ２ ９ の う ち 、 残 り の 二 つ の 溝 ２ ９ そ れ ぞ れ に 取 付 金 具 ６ の 差 込
部 ６ ｂ を 挿 入 さ せ 、 ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 を 取 付 金 具 ６ そ れ ぞ れ の 貫 通 孔 ６ ｄ に 挿 通 さ せ 、
座 部 ３ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 座 部 ３ を 右 側 連
結 部 材 ２ ７ ｂ に 取 り 付 け る 。 そ し て 、 左 側 連 結 部 材 の 三 つ の 溝 ２ ９ そ れ ぞ れ に 取 付 金 具 ６
の 差 込 部 ６ ｂ を 挿 入 さ せ 、 ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 を 取 付 金 具 ６ そ れ ぞ れ の 貫 通 孔 ６ ｄ に 挿 通
さ せ 、 座 部 ３ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 座 部 ３ を
左 側 連 結 部 材 に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 背 も た れ ４ の 構 成 の 説 明 ］
　 背 も た れ ４ は 、 左 側 の 後 脚 ２ ４ の 上 部 と 右 側 の 後 脚 ２ ５ の 上 部 と の 間 に 架 設 さ れ た 背 支
持 部 ５ 、 左 側 の 後 脚 ２ ４ の 上 半 分 、 及 び 右 側 の 後 脚 ２ ５ の 上 半 分 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ［ 座 部 ３ の 構 成 の 詳 細 説 明 ］
　 次 に 、 椅 子 １ の 座 部 ３ の 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） は 裏 面 板 １ ２ ０ に 形
成 さ れ た フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 上 方 に Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ を 配 置 し 、 そ の 上 方 に 表 面 板 １ １
０ を 配 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 裏 面 板 １ ２ ０ の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３
０ に Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 挿 入 さ れ 、 表 面 板 １ １ ０ が 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 を 示 す 要 部 側 断 面 図
で あ り 、 図 ２ （ ｃ ） は 座 部 ３ を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ （ ｄ ） は 座 部 ３ を 下 方 か
ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 座 部 ３ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表 面
板 １ １ ０ を 備 え る 。 な お 、 図 ２ （ ａ ） 中 で は 一 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ だ け を 図 示 す る 。 な お
、 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表 面 板 １ １ ０ か ら な る 構 成 が 、 Ｔ ナ ッ ト 付
き 板 材 に 該 当 す る 。 以 下 、 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 表 面 板 １ １ ０ の 順 に 説
明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 裏 面 板 １ ２ ０ は 、 例 え ば 木 材 か ら な り 、 略 矩 形 の 形 状 を な す 。 な お 、 裏 面 板 １ ２ ０ は 、
図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 薄 く 加 工 さ れ た 三 つ の 単 板 で あ る 第 一 の 単 板 １ ２ ２ 、 第 二 の 単
板 １ ２ ４ 、 及 び 第 三 の 単 板 １ ２ ６ を 有 す る 。 そ し て 、 第 一 の 単 板 １ ２ ２ と 第 二 の 単 板 １ ２
４ と は 、 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 繊 維 方 向 と 第 二 の 単 板 １ ２ ４ の 繊 維 方 向 と が 互 い に 直 交 し 、
重 ね 合 わ せ る よ う に 例 え ば 樹 脂 系 の 接 着 剤 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 ま た 、 第 二 の 単
板 １ ２ ４ に お け る 第 一 の 単 板 １ ２ ２ と 貼 り 合 わ さ れ て い る 面 と は 反 対 側 の 面 に は 、 第 三 の
単 板 １ ２ ６ が 、 第 二 の 単 板 １ ２ ４ の 繊 維 方 向 と 第 三 の 単 板 １ ２ ６ の 繊 維 方 向 と が 互 い に 直
交 し 、 重 ね 合 わ せ る よ う に 例 え ば 樹 脂 系 の 接 着 剤 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 裏 面 板 １ ２ ０ に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 後 述 す る Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の フ ラ
ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ が 挿 入 さ れ る フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 六 つ 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら
の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ に お け る 後 述 す る Ｔ
ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ れ る ボ ル ト （ 図 示 省 略 ） に 近 い 面 （ 以 下 、 ボ ル
ト 挿 入 面 ） １ ２ ０ ａ と は 反 対 側 の 面 （ 以 下 、 Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 ） １ ２ ０ ｂ か ら 内 部 に 向 け て
形 成 さ れ 、 且 つ ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ へ は 貫 通 し な い よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ れ ら の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ そ れ ぞ れ の 底 部 １ ５ ０ の 略 中 央 部 に は 、 後 述 す る
Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 な
お 、 こ れ ら の 貫 通 孔 １ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 底 部 １ ５ ０ か ら ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ へ 貫 通 す
る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 鉄 材 な ど の 金 属 材 料 か ら な り 、 Ｔ
ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ 、 及 び 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 有 す る 。 Ｔ ナ ッ ト 本 体 １
８ ０ ａ は 、 略 円 筒 状 の 形 状 を な し 、 そ の 内 周 側 に 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 フ
ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ は 、 Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ の 一 方 の 端 部 （ 以 下 、 フ ラ ン ジ 側 端 部 ） か ら
Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ の 軸 心 に 直 交 す る 方 向 へ 延 出 し 、 円 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 爪 部 １
８ ０ ｄ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ か ら 裏 面 板 １ ２ ０ へ 延 出 し 、 円 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た 裏 板 材 １ ２ ０ の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 軸 心
と 直 交 す る 断 面 形 状 が Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ の 断 面 形 状 に 沿 っ て 形 成 さ れ
、 且 つ そ の 軸 心 方 向 の 深 さ 寸 法 が フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ の 厚 さ 寸 法 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い
る 。 ま た 、 上 述 し た 裏 面 板 １ ２ ０ の 貫 通 孔 １ ４ ０ は 、 そ の 内 径 寸 法 が Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０
ａ の 外 径 寸 法 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 そ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ の 長 さ 寸 法 が 、 裏 面 板 １ ２ ０ に お け る 爪 部
１ ８ ０ ｄ が 差 し 込 ま れ る 部 分 の 板 厚 の 寸 法 よ り 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 Ｔ ナ ッ ト
１ ８ ０ は 、 そ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ の 長 さ 寸 法 が 、 裏 板 材 １ ２ ０ の 板 厚 の 寸 法 か ら フ ラ ン ジ 挿 入
穴 １ ３ ０ の 深 さ 寸 法 を 減 算 し た 寸 法 よ り 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０
の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 裏 面 板
１ ２ ０ の ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ か ら 突 出 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 そ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ の 長 さ 寸 法 が 、 裏 面 板 １ ２ ０ が 有 す る 三 つ
の 薄 板 状 の 単 板 の う ち 爪 部 １ ８ ０ ｄ に 最 も 近 い 位 置 に あ る 単 板 の 板 厚 の 寸 法 よ り 大 き く 設
定 さ れ て い る 。 例 え ば 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 板 厚 の 寸 法 が 、 フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 深 さ 寸
法 よ り 大 き い 場 合 に は 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 そ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ の 長 さ 寸 法 が 、 裏 面 板 １ ２
０ が 有 す る 三 つ の 薄 板 状 の 単 板 で あ る 第 一 の 単 板 １ ２ ２ 、 第 二 の 単 板 １ ２ ４ 、 及 び 第 三 の
単 板 １ ２ ６ の う ち 爪 部 １ ８ ０ ｄ に 最 も 近 い 位 置 に あ る 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 板 厚 の 寸 法 よ り
大 き く 設 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １
５ ０ に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 第 一 の 単 板 １ ２ ２ 、 及 び 第 二 の 単 板 １ ２ ４ に 差
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し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 面 板 １ １ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 木 材 か ら な り 、 薄 く 加 工 さ れ た 板 材
で あ り 、 略 矩 形 の 形 状 を な し 、 且 つ そ の 左 右 の 端 部 に 対 し て そ の 中 央 部 が 下 方 へ 位 置 す る
よ う に 反 っ た 形 状 を な し て い る 。 ま た 、 表 面 板 １ １ ０ は 、 そ の 左 右 の 長 さ 寸 法 及 び 前 後 の
長 さ 寸 法 が 使 用 者 が 座 部 ３ に 着 座 し た 際 に 、 使 用 者 に と っ て 適 当 と な る よ う に 設 定 さ れ て
い る 。 な お 、 上 述 し た 裏 面 板 １ ２ ０ は 、 そ の 外 形 寸 法 が 表 面 板 １ １ ０ の 外 形 寸 法 と ほ ぼ 同
じ 外 形 寸 法 で 、 且 つ 表 面 板 １ １ ０ の 反 り の 形 状 に 沿 っ て 左 右 の 端 部 に 対 し て そ の 中 央 部 が
下 方 へ 位 置 す る よ う に 反 っ た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 使 用 者 が 座 部 ３ に 着 座 し た 際
に 使 用 者 が 触 れ る 表 面 板 １ １ ０ の 表 面 １ １ ０ ｂ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ と 貼 り 合 わ さ れ る 貼 付 面
１ １ ０ ａ と は 反 対 側 の 面 で あ り 、 平 滑 に 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 裏 面 板 １ ２ ０ に 形 成 さ れ た フ
ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ 、 及 び 貫 通 孔 １ ４ ０ に 挿 入 さ れ 、 そ の 裏 面 板 １ ２ ０ に 表 面 板 １ １ ０ が
重 ね 合 わ さ れ る 組 付 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０
ｂ が 上 方 を 向 く 姿 勢 で 裏 面 板 １ ２ ０ を 保 持 し 、 そ の 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０
ｂ の 上 方 に Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ の フ ラ ン ジ 側 端 部 が 上 方 を 向 く 姿 勢 で Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ を
保 持 す る 。 こ の 際 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ 側 に お け
る 貫 通 孔 １ ４ ０ と Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ の フ ラ ン ジ 側 端 部 と は 反 対 側 の 端 部 と が 対 向 す る
よ う な 姿 勢 で 保 持 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ の フ ラ ン ジ 側 端 部 と は 反 対 側 の
端 部 を 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ 側 に お け る 貫 通 孔 １ ４ ０ に 挿 入 さ せ る 。
さ ら に 、 貫 通 孔 １ ４ ０ を 有 す る フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 底 部 １ ５ ０ に Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪
部 １ ８ ０ ｄ の 先 端 を 接 触 さ せ て か ら 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １
３ ０ の 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ る 。 こ の こ と に よ り 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０
ｃ が フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 底 部 １ ５ ０ に 係 止 さ れ 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ に
固 定 さ れ る 。 次 に 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の う ち 、 残 り の 五 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ に つ い て
も 上 述 の よ う に し て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 底 部 １ ５
０ に 差 し 込 ま せ る 。 こ の こ と に よ り 、 残 り の 五 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ に つ い て も 裏 面 板 １ ２
０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 固 定 さ れ た 裏 面 板 １ ２ ０ の
Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ が 上 方 を 向 く 姿 勢 で 裏 面 板 １ ２ ０ を 保 持 し 、 そ の 裏 面 板 １ ２ ０ の
上 方 に 表 面 板 １ １ ０ の 表 面 １ １ ０ ｂ が 上 方 を 向 く 姿 勢 で 表 面 板 １ １ ０ を 保 持 す る 。 こ の 際
、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ ま た は 表 面 板 １ １ ０ の 貼 付 面 １ １ ０ ａ の 少 な く
と も 一 方 に は 、 例 え ば 樹 脂 系 の 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。 ま た 、 裏 面 板 １ ２ ０ 及 び 表 面 板
１ １ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ の 反 り の 形 状 に 沿 っ て 表 面 板 １ １ ０ の 反 り の 形 状 を 合 わ せ る よ う
に 、 且 つ 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ と 表 面 板 １ １ ０ の 貼 付 面 １ １ ０ ａ と が 対
向 す る よ う な 姿 勢 で 保 持 さ れ る 。 そ し て 、 裏 面 板 １ ２ ０ の 四 つ の 端 面 そ れ ぞ れ が 表 面 板 １
１ ０ の 四 つ の 端 面 そ れ ぞ れ と 揃 う よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ に 表 面
板 １ １ ０ の 貼 付 面 １ １ ０ ａ を 貼 り 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 座 部 ３ は 、 そ の 上 側 の 表 面 ３ ｂ が 表 面 板 １ １ ０ の 表 面 １ １ ０ ｂ に
相 当 し 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 突 出 し て い な い 平 滑 な 面 を な し て い
る 。 ま た 、 座 部 ３ の 下 側 の 裏 面 ３ ａ が 裏 面 板 １ ２ ０ の ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ に 相 当 す る 。
そ し て 、 座 部 の 裏 面 ３ ａ に は 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 座 部 ３ を 取 付 金 具 ６ を 介 し て 左
側 連 結 部 材 及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ に 取 り 付 け る 際 に 、 外 部 か ら ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 が Ｔ
ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 螺 合 さ れ る 位 置 に 六 つ の 貫 通 孔 １ ４ ０ が 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表 面 板 １ １ ０ が 「 ナ ッ ト 付 き 板 材 」
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に 相 当 し 、 座 部 ３ の 裏 面 ３ ａ が 「 そ の 一 面 」 に 相 当 し 、 座 部 ３ の 表 面 ３ ｂ が 「 他 方 の 面 」
に 相 当 し 、 フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 「 挿 入 穴 」 に 相 当 し 、 裏 面 板 １ ２ ０ 及 び 表 面 板 １ １ ０
が 「 板 材 」 に 相 当 し 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 「 筒 状 の ナ ッ ト 」 に 相 当 し 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ
が 「 第 一 の 被 係 止 部 」 に 相 当 し 、 底 部 １ ５ ０ が 「 第 一 の 係 止 部 」 に 相 当 す る 。 ま た 、 爪 部
１ ８ ０ ｄ が 「 第 二 の 被 係 止 部 」 に 相 当 し 、 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １ ５ ０ が 「 第 二 の 係 止 部 」
に 相 当 し 、 裏 面 板 １ ２ ０ 及 び 表 面 板 １ １ ０ が 「 複 数 の 薄 板 材 」 に 相 当 し 、 第 一 の 単 板 １ ２
２ 、 第 二 の 単 板 １ ２ ４ 、 及 び 第 三 の 単 板 １ ２ ６ が 「 複 数 の 単 板 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ［ 効 果 の 説 明 ］
　 （ １ ） 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 で 構 成 さ れ た 座 部 ３ を 備 え る 椅 子 １ に よ れ ば 、 次 の
よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 従 来 の 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 天 板
が 用 い ら れ る 座 卓 に お い て は 、 例 え ば 座 卓 が 移 動 さ れ る 際 に 座 卓 の 天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た
場 合 に は 、 座 卓 の ４ 本 の 脚 及 び 幕 桟 の 重 量 に よ っ て 、 天 板 固 定 ビ ス を 介 し て 鬼 目 ナ ッ ト を
天 板 か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 き 、 天 板 か ら 鬼 目 ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、
鬼 目 ナ ッ ト の 軸 方 向 の 長 さ 寸 法 を 、 天 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く し た 場 合 に は 、 天 板 の 上
面 か ら 鬼 目 ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と に な り 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 椅 子 １ に よ れ ば 、 そ の 座 部 ３ が 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ
ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表 面 板 １ １ ０ を 備 え る 。 裏 面 板 １ ２ ０ 、 六 つ の Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ 、 及 び 表
面 板 １ １ ０ か ら な る 構 成 が 、 Ｔ ナ ッ ト 付 き 板 材 に 該 当 す る 。 そ し て 、 裏 面 板 １ ２ ０ に は 、
そ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ へ は
貫 通 し な い よ う に フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０
の 底 部 １ ５ ０ の 略 中 央 部 に は 、 底 部 １ ５ ０ か ら ボ ル ト 挿 入 面 １ ２ ０ ａ へ 貫 通 す る よ う に Ｔ
ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 裏 面 板 １ ２ ０
の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ 側 に お け る 貫 通 孔 １ ４ ０ に Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ を 挿 入 さ せ 、
Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８
０ ｃ が フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ に 係 止 さ れ 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ に 固 定 さ れ る
。 そ し て 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ に 表 面 板 １ １ ０ の 貼 付 面 １ １ ０ ａ を 、
接 着 剤 を 介 し て 重 ね 合 わ せ る よ う に 貼 り 合 わ せ る 。 ま た 、 使 用 者 が 座 部 ３ の 表 面 ３ ｂ に 着
座 し た 際 に 使 用 者 が 触 れ る 表 面 板 １ １ ０ の 表 面 １ １ ０ ｂ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ の 貼 付 面 １ １ ０
ａ と は 反 対 側 の 面 で あ り 、 平 滑 に 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の こ と に よ り 、 例 え ば 椅 子 １ が 移 動 さ れ る 際 に 座 部 ３ が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 椅
子 １ の 四 本 の 前 脚 ２ ２ ， 前 脚 ２ ３ ， 後 脚 ２ ４ ， 及 び 後 脚 ２ ５ と 、 四 つ の 前 側 連 結 部 材 ２ ７
ａ 、 後 側 連 結 部 材 、 左 側 連 結 部 材 、 及 び 右 側 連 結 部 材 ２ ７ ｂ と の 重 量 に よ っ て 、 ボ ル ト ７
を 介 し て Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ を 座 部 ３ か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 く が 、 座 部 ３ の フ ラ ン ジ 挿 入
穴 １ ３ ０ の 底 部 １ ５ ０ が 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ を 係 止 す る の で 、 裏 面 板
１ ２ ０ か ら 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 抜 け な い 。 ま た 、 座 部 ３ の 表 面 ３ ｂ は 、 表 面 板 １ １ ０ の 表
面 １ １ ０ ｂ に 相 当 し 、 裏 面 板 １ ２ ０ と 貼 り 合 わ さ れ る 表 面 板 １ １ ０ の 貼 付 面 １ １ ０ ａ と は
反 対 側 の 面 で あ る こ と か ら 、 座 部 ３ の 表 面 ３ ｂ か ら Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 突 き 出 る こ と が な い
。 し た が っ て 、 座 部 が 、 従 来 の よ う に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 場 合 に 比 べ
て 、 例 え ば 椅 子 １ が 移 動 さ れ る 際 に 座 部 ３ が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 座 部 ３ か ら Ｔ ナ ッ
ト １ ８ ０ が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る 。 ま た 、 座 部 ３ の 表 面
３ ｂ か ら Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 突 き 出 る こ と が な い の で 、 安 全 で あ る と と も に 、 外 観 上 の 美 観
を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ ２ ） ま た 、 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 座 部 ３ を 備 え る 椅 子 １ に
よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 上 述 し た よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ
ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ 側 に お け る 貫 通 孔 １ ４ ０ に Ｔ ナ ッ ト 本 体 １ ８ ０ ａ を 挿 入 さ せ 、 Ｔ ナ ッ
ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ ０ ｃ が
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フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ に 係 止 さ れ 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １ ５ ０ が 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ
を 係 止 す る こ と に よ り 裏 面 板 １ ２ ０ に 対 し て Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ ナ ッ ト を 回 転 さ せ な い 。 し た
が っ て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 を 螺 合 さ せ る 際 に 、 Ｔ
ナ ッ ト １ ８ ０ が ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 の 回 転 に 伴 っ て 連 れ 回 る 場 合 に 比 べ て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８
０ が 連 れ 回 ら な い の で 、 ボ ル ト ７ の 雄 ネ ジ 部 を Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 雌 ネ ジ 部 １ ８ ０ ｂ に 容 易
に 螺 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ る こ と
に よ り 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 裏 面 板 １ ２ ０ に 固 定 さ れ る の で 、 裏 面 板 １ ２ ０ か ら Ｔ ナ ッ ト
１ ８ ０ が 抜 け 落 ち る こ と が な い 。 し た が っ て 、 ナ ッ ト を 抜 け 落 ち な い よ う に 裏 板 材 １ ２ ０
に 仮 止 め す る よ う な 作 業 が 発 生 す る 場 合 と 比 較 し て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 抜 け 落 ち な い の で
の で 、 表 面 板 １ １ ０ を 重 ね 合 わ せ る ま で の 裏 板 材 １ ２ ０ の 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ３ ） さ ら に 、 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 座 部 ３ を 備 え る 椅 子 １
に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 上 述 し た よ う に 、 裏 面 板 １ ２ ０ に は
、 裏 面 板 １ ２ ０ の Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 １ ２ ０ ｂ か ら 内 部 に 向 け て 形 成 さ れ 、 且 つ ボ ル ト 挿 入 面
１ ２ ０ ａ へ は 貫 通 し な い よ う に フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 複 数 の
板 材 に フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 形 成 さ れ た 場 合 に は 、 そ れ ら の 板 材 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ
挿 入 穴 １ ３ ０ の 位 置 合 わ せ 作 業 が 発 生 す る が 、 そ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 椅 子 １ に よ れ
ば 、 フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ が 形 成 さ れ る の は 、 裏 板 材 １ ２ ０ だ け で あ り 、 そ の よ う な 位 置
合 わ せ 作 業 が 発 生 し な い の で 、 作 業 工 数 を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ４ ） ま た 、 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 座 部 ３ を 備 え る 椅 子 １ に
よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ は 、 そ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ
の 長 さ 寸 法 が 、 裏 面 板 １ ２ ０ に お け る 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 差 し 込 ま れ る 部 分 の 板 厚 の 寸 法 よ り
小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １
５ ０ に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 差 し 込 ま れ る 部 分 の 裏 面 板 １ ２ ０ の ボ ル ト 挿 入
面 １ ２ ０ ａ か ら 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 突 出 す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付
き 板 材 を 取 り 扱 う 際 に 、 取 扱 者 が Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ に よ っ て 怪 我 す る こ と が
な く 、 取 扱 者 に と っ て 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ５ ） ま た 、 本 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 座 部 ３ を 備 え る 椅 子 １ に
よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 例 え ば 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 板 厚 の 寸 法
が 、 フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 深 さ 寸 法 よ り 大 き い 場 合 に は 、 Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０
ｄ を 裏 面 板 １ ２ ０ の 底 部 １ ５ ０ に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 第 一 の 単 板 １ ２ ２ 、
及 び 第 二 の 単 板 １ ２ ４ に 差 し 込 ま れ る 。 そ し て 、 第 一 の 単 板 １ ２ ２ と 第 二 の 単 板 １ ２ ４ と
は 、 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 繊 維 方 向 と 第 二 の 単 板 １ ２ ４ の 繊 維 方 向 と が 互 い に 直 交 し 、 重 ね
合 わ せ る よ う に 例 え ば 樹 脂 系 の 接 着 剤 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 例 え ば 板 状 に 形 成 さ れ た 場 合 に は 、 例 え ば 第 一
の 単 板 １ ２ ２ の 繊 維 方 向 と 略 平 行 と な る よ う に 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 第 一 の 単 板 １ ２ ２ に 差 し 込
ま れ 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 抜 け 易 く な っ た 場 合 で あ っ て も 、 次 の 第 二 の 単 板 １ ２ ４ の 繊 維 方 向
は 、 第 一 の 単 板 １ ２ ２ の 繊 維 方 向 と 直 交 し て い る の で 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 第 二 の 単 板 １ ２ ４
に 差 し 込 ま れ る と 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 裏 板 材 １ ２ ０ か ら 抜 け 難 く な る 。 し た が っ て 、 Ｔ ナ ッ
ト １ ８ ０ の 爪 部 １ ８ ０ ｄ を 裏 板 材 １ ２ ０ に 差 し 込 ま せ た 際 に 、 爪 部 １ ８ ０ ｄ が 少 な く と も
二 つ の 単 板 で あ る 第 一 の 単 板 １ ２ ２ と 第 二 の 単 板 １ ２ ４ に 差 し 込 ま れ る の で 、 爪 部 １ ８ ０
ｄ は 裏 板 材 １ ２ ０ か ら 抜 け 難 く な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 ［ 他 の 実 施 形 態 ］
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 以 下 の よ う な 様 々 な 態 様 に て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 の 椅 子 １ に お い て 、 座 部 ３ が Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ を 備 え る が 、 こ れ に は
限 ら な い 。 座 部 が 備 え る ナ ッ ト は 、 六 角 ナ ッ ト で も よ い し 、 他 の ナ ッ ト で も よ い 。 こ の よ
う に 構 成 さ れ た 実 施 形 態 に お い て も 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 の 椅 子 １ に お い て 、 背 も た れ ４ が ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ
て も よ い 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 の 背 も た れ ４ を 構 成 す る 背 支 持 部 ５ 、 左 側 の 後 脚 ２ ４ の
上 半 分 、 及 び 右 側 の 後 脚 ２ ４ の 上 半 分 を 、 背 枠 体 （ 図 示 省 略 ） と す る 。 そ し て 、 こ の 背 枠
体 の 前 面 に 上 記 実 施 形 態 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 背 部 （ 図 示 省 略 ） を 配 置 し 、 背
枠 体 の 内 側 に 略 垂 直 に 形 成 さ れ た 溝 に そ の 一 端 が 差 し 込 ま れ た 板 材 か ら な る 背 部 取 付 金 具
（ 図 示 省 略 ） の 他 端 側 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 に 背 部 取 付 金 具 の 後 面 側 か ら 背 も た れ 固 定 ボ ル
ト （ 図 示 省 略 ） を 貫 通 さ せ る と と も に 背 も た れ 固 定 ボ ル ト の 先 端 を 背 部 の ナ ッ ト に 螺 合 さ
せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば 座 部 （ 図 示 省 略 ） に 使 用 者 が 着 座 し 、
使 用 者 の 背 中 で 背 部 を 押 し 付 け る と 、 背 部 の 略 中 央 部 が 後 方 に 曲 が る 。 背 部 が 曲 が る と 、
背 部 の 前 面 側 に は 圧 縮 力 が 働 き 、 背 部 の 後 面 側 に は 引 張 力 が 働 く 。 よ っ て 、 背 部 が 、 従 来
の よ う に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 場 合 に は 、 上 述 の よ う に 背 部 の 後 面 側 に
は 引 張 力 が 働 く の で 、 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し て い る 挿 入 穴 と 鬼 目 ナ ッ ト と の 嵌 合 力 が 低 下 し
、 鬼 目 ナ ッ ト が 緩 ん だ り 、 背 部 か ら 外 れ る お そ れ が あ っ た 。 こ れ に 対 し て 本 実 施 形 態 に よ
れ ば 、 背 部 を 構 成 す る 板 材 の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 （ 図 示 省 略 ） が 、 Ｔ ナ ッ ト の フ ラ ン ジ
部 （ 図 示 省 略 ） を 係 止 す る の で 、 背 部 か ら Ｔ ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 背
部 が 、 従 来 の よ う に 鬼 目 ナ ッ ト を 埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば 座 部 に
使 用 者 が 着 座 し 、 使 用 者 の 背 中 で 背 部 を 押 し 付 け る 場 合 に は 、 背 部 か ら Ｔ ナ ッ ト が 抜 け る
お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安 心 感 を 与 え ら れ る 。 ま た 、 背 部 の 前 面 か ら Ｔ ナ ッ ト が 突 き
出 る こ と が な い の で 、 安 全 で あ る と と も に 、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 本 考 案 が 椅 子 １ の 座 部 ３ に 適 用 さ れ た が 、 本 考 案 が 椅
子 以 外 の 家 具 に 適 用 さ れ て も よ い 。 具 体 的 に は 、 次 の よ う に 、 テ ー ブ ル の 天 板 が 本 考 案 に
よ る ナ ッ ト 付 き 板 材 に よ っ て 構 成 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 四 隅 の 脚 の 上 部 間 に 幕 桟 を 架 設
し て 形 成 し た テ ー ブ ル 本 体 （ 図 示 省 略 ） の 上 面 に 上 述 の ナ ッ ト 付 き 板 材 か ら 構 成 さ れ る 天
板 （ 図 示 省 略 ） を 載 置 し 、 幕 桟 の 下 面 側 か ら 幕 桟 に 天 板 固 定 ボ ル ト （ 図 示 省 略 ） を 上 下 方
向 に 貫 通 さ せ る と と も に 天 板 固 定 ボ ル ト の 先 端 を ナ ッ ト に 螺 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば テ ー ブ ル が 移 動 さ れ る 際 に テ ー ブ ル の
天 板 が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 テ ー ブ ル の 四 本 の 脚 及 び 幕 桟 の 重 量 に よ っ て 、 天 板 固 定
ボ ル ト を 介 し て ナ ッ ト を 天 板 か ら 下 方 へ 引 き 抜 く 力 が 働 く が 、 天 板 を 構 成 す る 板 材 の フ ラ
ン ジ 挿 入 穴 の 底 部 （ 図 示 省 略 ） が 、 Ｔ ナ ッ ト の フ ラ ン ジ 部 （ 図 示 省 略 ） を 係 止 す る の で 、
天 板 か ら Ｔ ナ ッ ト が 抜 け る こ と が な い 。 し た が っ て 、 天 板 が 、 従 来 の よ う に 鬼 目 ナ ッ ト を
埋 設 し た 板 材 で 構 成 さ れ た 場 合 に 比 べ て 、 例 え ば テ ー ブ ル が 移 動 さ れ る 際 に テ ー ブ ル の 天
板 が 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に は 、 天 板 か ら Ｔ ナ ッ ト が 抜 け る お そ れ が な い の で 、 使 用 者 に 安
心 感 を 与 え ら れ る 。 ま た 、 テ ー ブ ル の 天 板 の 上 面 か ら Ｔ ナ ッ ト が 突 き 出 る こ と が な い の で
、 外 観 上 の 美 観 を 損 な わ な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 の 椅 子 １ に お い て 、 座 部 ３ を 構 成 す る 裏 面 板 １ ２ ０ 、 及 び 表 面 板 １
１ ０ が 木 製 で あ っ た が 、 こ れ に は 限 ら な い 。 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 材 な ど の 金 属 材 料 で あ っ
て も よ い し 、 樹 脂 材 料 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 形 態 に お い て も 、 上 記
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実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 椅 子 １ を 上 方 か ら み た 斜 視 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の Ａ － Ａ
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 裏 面 板 １ ２ ０ に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ の 上 方 に Ｔ ナ ッ ト １ ８
０ を 配 置 し 、 そ の 上 方 に 表 面 板 １ １ ０ を 配 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 裏 面
板 １ ２ ０ の フ ラ ン ジ 挿 入 穴 １ ３ ０ に Ｔ ナ ッ ト １ ８ ０ が 挿 入 さ れ 、 表 面 板 １ １ ０ が 重 ね 合 わ
さ れ た 状 態 を 示 す 要 部 側 断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 座 部 ３ を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 （
ｄ ） は 座 部 ３ を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ … 椅 子 、 ２ … 椅 子 本 体 、 ３ … 座 部 、 ３ ａ … 裏 面 、 ３ ｂ … 表 面 、 ４ … 背 も た れ 、 ５ … 背
支 持 部 、 ６ … 取 付 金 具 、 ６ ａ … 本 体 部 、 ６ ｂ … 差 込 部 、 ６ ｃ … 取 付 部 、 ６ ｄ … 貫 通 孔 、 ７
… ボ ル ト 、 ２ ２ ， ２ ３ … 前 脚 、 ２ ４ ， ２ ５ … 後 脚 、 ２ ７ ａ … 前 側 連 結 部 材 、 ２ ７ ｂ … 右 側
連 結 部 材 、 ２ ９ … 溝 、 １ １ ０ … 表 面 板 、 １ １ ０ ａ … 貼 付 板 、 １ １ ０ ｂ … 表 面 、 １ ２ ０ … 裏
面 板 、 １ ２ ０ ａ … ボ ル ト 挿 入 面 、 １ ２ ０ ｂ … Ｔ ナ ッ ト 挿 入 面 、 １ ２ ２ … 第 一 の 単 板 、 １ ２
４ … 第 二 の 単 板 、 １ ２ ６ … 第 三 の 単 板 、 １ ３ ０ … フ ラ ン ジ 挿 入 穴 、 １ ３ ０ ａ … フ ラ ン ジ 挿
入 穴 、 １ ４ ０ … 貫 通 孔 、 １ ５ ０ … 底 部 、 １ ８ ０ … Ｔ ナ ッ ト 、 １ ８ ０ ａ … Ｔ ナ ッ ト 本 体 、 １
８ ０ ｂ … 雌 ネ ジ 部 、 １ ８ ０ ｃ … フ ラ ン ジ 部 、 １ ８ ０ ｄ … 爪 部 。
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